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　　　　f・9　・Sd（ノtg）＝Sf・dg＋∫9・df　－）・

と’攣形して第6圖のよ5に結線すればよいこ、とになりま
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　弐に　Analyzerの中の主要部分に入力卓とい5もの

があります。これは方程式の中に含まれる既知函敷を・

Analyzerに導入する場合に用いる庵ので・函敷の曲線

を書いておき，これを攣敷の攣化に從つてハソドルで追

入することができます．次に二つの攣藪を加算する必黎

の起ることがあります；この場合には加算機とい5もの

を用います．これはアP■トの窟眞に示されるよ5なもの

で原理はいわゆる差動ギヤとして知られているものと全

く同一でず第6圖にΣの記號で書かれている部分

がそれです．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顕

　　　　　　　　流髄の粘性が温度により

　　　　　　　　攣化することを考慮した

　　　　　　　　熱傳達の實験式
　　　　　　　　　　　橘　　藤　雄（teml）

　温度による粘性の憂化が熱傳達におよぼす影響は最

抵多くの人溺と9あげている．強剃流動の熱傳達では
粘性を一定であるとすれ1ば，・よく知られている通り，

傳熱の法則はヌッセルト数Nu（＝α・d／K）e．レイノル

ダ敷Re（＝v・d／y），プラントル数Pr（〒μ・c／K）の間

の函激關係としてあらわすことができるが，粘性が温

度で著る七く攣化するときはもはやそれは許きれない

筆者は粘性係敷μをμ＝ρo十at十∂ゴ2十……のような

多項式であらわし，Re；Pr療ど¢）中のμにはμ。を

用い，必要とする精度に慮じてa，bなどを含む無典
元饗歎として塾【騙8（tea　一一　tl）／μ’o，π2　＝b（fω漏㊧2／μσ等

を邉加し，ζれらの問の函数關係とレて表現すること

を提唱する・献は固髄め表衝温度であ，tP，　tiは固鐙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛
　と熱交換する以前の流盟の温度である．いままではも

つばら管内流動の熱交換においてこの影響を乏りいれ

　る努力カミなされ，担加すべき無次元攣敷としてら．に

相當するμをあらわすμωど，管内の流髄の準均濫　t

度に相當するμβとの比などが使われたが，設計に利

用する際にはμ4が未知であるから何回か計算を試行

　する要がある．これは次元解析上はπ1と同意義であ

　る一ことが明かになつたのでむしる職を用》・て数回試

行の不便を除くことを主張したい．

　　管内暦流熱傳達にっVi’て從來の信用すぺきデータと　　’

筆者が親こ得たデータe・k・ら乗の實瞼式を得た．　　・

　　　　　　　　　　づ　　　　Nu潟1．S3　G2‘9（μ1／μの）0．1

　　　　　　　　　　ガ　　Gzはグレ蝋で4・R・’P「°（d／L）で臓さ泌…　．

dは内裡，Lは加熱部の長さである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟻　　今後は粘性の大きい液健の各種の熱傳達に融いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴛
　π1，n2を用いて，より精密な實験戎を得ることを試み
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